
2010年6月期四半期決算 単体決算概要説明資料

2010年8月5日
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3.3%26812785税引前当年度純利益

-26.7%-5051,3861,892うち資金調達費用

-62.8%-7044161,121うちその他業務収益

-15.4%-123674798うちその他経常収益

13.5%

-78.7%

4,206.5%

-21.1%

15.7%

-13.9%

-38.3%

-24.4%

-2.7%

-23.7%

増減率

77
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186

-167

28

-42

-165

-696

-46

-863

増減額

2010年
4～6月

2009年
4～6月（単位：億円）

652574当年度純利益

18特別損失

1914特別利益

622789経常利益

211182うちその他経常費用

264307うち事業管理費

265430うちその他業務費用

2,1562,852経常費用

1,6431,690うち資金運用収益

2,7783,642経常収益

損益計算書サマリー（単体）

通期での目標経常利益水準（500～1,000億円）に対し，着実に利益を確保

注：2010年6月末現在，単体ベース
出所：農林中央金庫

～ 2011年3月期第1四半期の経常利益は622億円～

有価証券売却益346億円（前年同期比▲608億円）

有価証券償却293億円（前年同期比＋20億円）

有価証券売却損32億円（前年同期比▲42億円）

与信関係費用185億円の収益計上

（前年同期は109億円の費用計上）

• うち経常費用分（貸出金償却）3億円（前年同期比▲105億円）

• うち特別利益分（貸倒引当金戻入）188億円

（前年同期比＋188億円）

外貨調達コストの低下が主因



2

貸借対照表サマリー（単体）

注：2010年6月末現在，単体ベース
出所：農林中央金庫

～ 堅実なポートフォリオ運営～
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3.0%-101-3,479-3,377その他

13.9%23,400191,710168,310その他

64.7%17,37344,19926,825その他

3.7%16,526456,663440,137有価証券

1.8%1,19366,74965,556金銭の信託

1.4%55139,86739,316純資産の部合計

7.9%6538,8388,185利益剰余金

--250250資本剰余金

-

3.1%

-16.9%

-0.2%

-14.1%

0.4%

3.0%

-48.3%

-2.9%

増減率

-

20,166

-3,866

-127

-992

1,752

20,717

-10,552

-3,823

増減額

2010年
6月末

2010年
3月末（単位： 億円）

34,25934,259資本金

（純資産の部）

665,553645,387負債の部合計

18,97722,844借用金

55,98956,117農林債

6,0357,027譲渡性預金

392,840391,087預金

（負債の部）

705,421684,703資産の部合計

11,25121,803現金預け金

126,557130,380貸出金

（資産の部）

当期利益を着実に確保し，純資産は増加

受託金の増加

短期国債等の増加

総資産は2兆717億円増加，純資産は551億円増加

大宗は調達の基盤である会員からの預金
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有価証券等の時価情報（単体）

注 満期保有目的の債券の貸借対照表計上額と時価との差額は3,492億円（プラス）。
2010年6月末現在，単体ベース

出所：農林中央金庫

～有価証券等の評価差額は横這いの水準～

【保有目的を変更した有価証券】

467-1,347-1,814
その他有価証券から満期保有目的の債券へ

変更したもの ③
13

-112-6,170-6,058合計（①＋②＋③）14 

-1,397-7,191-5,794うち投資信託10
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000地方債

-342568911株式
4818-29債券

425

-1,004

-1,371
-60
722

-710
3

44

増減額

2010年
6月末

2010年
3月末（評価差額 単位： 億円）

1,7111,286その他の金銭の信託 ②
【その他の金銭の信託】

-6,534-5,529小計 ①

-7,300-5,929その他

-90-29外国株式

268-453外国債券

-7,121-6,411その他

-21-24社債

39-4国債

【その他有価証券】

有価証券等の評価差額は6,170億円の評価損

株価のグローバル市場での調整により，内外株式，
投資信託の評価差額は減少。

金利の低下により，内外債券，金銭の信託の評価
差額は増加。



4

ご利用の皆様へ

本プレゼンテーション資料に記載されている情報は，公開情報等から引用したものであり，かかる情報の正確性・適切
性等についての検証を行っておらず，また，これを保証するものではありません。当金庫は，本プレゼンテーション資料
に記載されている情報の利用から生じる損害が直接的，また，間接的であるかに関わらず，何ら責任を負いません。

本プレゼンテーション資料には，当金庫に関連する見通し，計画，目標などの将来に関する記述がなされています。こ
れらの記述は，当金庫が現在入手している情報に基づき，本プレゼンテーション資料の作成時点における予測等を基
礎としてなされたものです。また，これらの記述は，一定の前提（仮定）の下になされています。これらの記述または前
提（仮定）が，客観的には不正確であったり，または将来実現しない可能性があります。

本プレゼンテーション資料は，有価証券の販売のための勧誘を構成するものではございません。


